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１ はじめに

今回派遣されたニュージャージー補習授業校は，ニューヨーク州（マンハッタン）とはハド

ソン川を挟んだ西側のフォートリー市に事務所が，更にその西側のパラマス市に借用校があり，

全校児童生徒約５００名の学校である。日本の青森県とほぼ同緯度に位置し，冬が一年の半分

近くを占める気候である。高速道路網，鉄道網とも全米で最も発達しており，多くのオフィス

ビルや「ガーデンステート」と呼ばれるほど緑の多い住宅地もあり，全米でも裕福な州として

知られている。一方，貧富の差も激しく，犯罪発生率も高いところである。

1996年４月から1999年３月まで，ミシガン州のデトロイト補習授業校へ派遣された経験があ

ったことから，２度目の補習授業校ということで，以前の経験を生かしながら多くの実践に取

り組んできた。その一端を紹介させていただきたい。

２ 補習授業校とは？

平成２６年４月現在，海外で生活している義務教育年齢子女数は71,628人で，日本人学校在

学者が20,878人，補習授業校在学者が17,999人，現地校・その他が32,751人である。また，海

外の学校数では，日本人学校は５０カ国８８校に対して，補習授業校は５５カ国２０２校であ

る。その割に補習授業校に対する認知度が低いのは，これから紹介する学校の特性によるとこ

ろが大きいと考える。

補習授業校は週に１回だけ，年間でも４２回程度，現地校が休みとなる土曜日に「日本語の

保持を目的」として設立された学校である。週１回の学校なので自前の校舎は無く，高い借用

料を払って現地校の校舎の一部をその日だけ借りて開校している。そこへ通ってくる子どもた

ちは，月曜日から金曜日までは現地校に通い，現地の子どもたちと一緒に英語で学習している。

補習授業校では，国語や算数・数学，社会を日本と同じ教科書を使って学習している。当然，

現地校でも補習授業校でも宿題等があるので，子どもたちは２つの言語で，普通の子の２倍の

学習をしていることになる。よく「アメリカで生活していれば英語は自然に話せるようになる」

という話を聞くが，それは大きな間違いで現地校と補習授業校，２つの学校で人一倍努力した

からこそ，日本語を忘れずに英語が話せるようになることを知っておいていただきたい。

次に，補習授業校へ派遣された教員はいったいどんな仕事をしているのだろうか。「土曜日

だけの学校なら暇だよね」とよく言われるが，これも大きな間違いである。まず，日本からの

派遣教員の人数であるが，小中学校在籍者100人で１名，以降300人増える度に１名増えるので，

ニュージャージー補習授業校は校長と教頭の２名派遣であった。３０名を超える担任の教員は

すべて現地採用で，働けるビザを有している人しか雇えないので，教員免許をもった方は皆無

であった。しかも，雇用は土曜日１日限りなので，平日は派遣教員２名と事務員３名が事務所

で勤務するだけで，担任の教員とは土曜日にしか会えないのが普通であった。そんな学校でも，

入学式，遠足，運動会，学習発表会，卒業式など日本の学校と同じような行事を行っていたの

で，それらすべての企画・運営をするのが派遣教員の仕事であった。それから，一番の任務は

現地採用の教員に授業法や教材研究など，教員としてのノウハウを指導することであった。ほ

とんどの教員は，月曜日から金曜日までは別の仕事をしているので，メールでやりとりをしな

がら，教材研究を手伝ったり，教材を準備したり，授業の進め方の相談にのったりした。中に

は事務所を訪ねてくる熱心な教員もいたので，一緒に教材を作ったり，授業談義を交わしたり

もした。この他，転出入者の手続きや，借用校との打ち合わせと調整，借用教室の教員からの

クレーム対応など，土曜日以外も分刻みで仕事が入っていたのが現状である。



３ ニュージャージー補習授業校における実践

(1) 授業研究会の実施（教員一人一人の授業力を高めるために）

週に１回だけの学校とはいえ，高い授業料（年間20万円以上）を払って通わせている保護

者からすれば，授業の質を求めるのは当然のことである。一方，担任の教員はほとんどが教

員免許を持たない上，自分が日本にいたときに受けた20～30年前の授業を実践している者も

いる。また，学年の配置転換も難しく，10年以上同じ学年を教えている教員が多い。

そんな教員一人一人の授業力を高めるため，「一人１時間の授業公開と授業参観」という

研修に取り組んだ。授業公開にあたっては，指導略案と板書計画を作成し，校長と教頭，そ

れに同じ学年の教員１名が参観できるようにした。授業でのめあてや流れ，使用する教材等，

メールで個別にアドバイスをし，実施後は意見交換会を開いた。難しかったのは授業参観の

方で，米国の法律上，子どもだけを教室におくことができないため，事務長や運営委員会の

了承を得て，その時間だけ代わりの先生に授業を進めてもらうよう予算と人的手配をした。

意見交換会では，他者の授業を見るのが初めての先生が多く，新鮮で役立ったという話が

多く出た。この研修が，授業力を高めるきっかけになってほしいと願った。

(2) デジタル教科書の導入（小中の国語，算数・数学，社会で活用）

上記の研修を通して，教材研究の一環として自分で挿絵を描いたり，教科書の一文を模造

紙に大きく書き写したりして授業をする先生が多いことに気付いた。これらは既にデジタル

教科書に含まれている内容であり，他の教材研究にもっと時間を割く必要性を感じた。そこ

で，事務長や運営委員会と相談し２年がかりで全学年のデジタル教科書を購入してもらった。

その使い方については，手当てを支払って放課後に時間を特設し，教頭が模擬授業を展開し

ながら研修を行った。保護者への広報活動も行ったことで，寄付を申し出てくれる企業も現

れ，全クラス分のＰＣやプロジェクターもそろえることができた。

現在では，ほぼ全教員が授業に取り入れるようになったばかりでなく，自分なりに工夫を

凝らし，板書の一部として見やすくて分かりやすい黒板にする教員も出てきた。これにより，

授業展開や発問等の教材研究に時間が割けるようになったことがよかった。

(3) 児童生徒の現状と保護者の願い（授業場面以外の学校生活を通して）

転入したばかりの子は現地校で英語の学習に苦戦し，長期滞在の子は補習授業校で日本語

の学習に苦戦している。また，保護者は，帰国間近な方は日本の学校でも適応できる学力を

身に付けさせたいと願い，長期滞在となる方は日本の祖父母と日本語で会話ができればいい

と願う。また，永住の方は日本文化の一端に触れることができればそれでいいと願う。そん

な多様な現状と願いが混在しているのが補習授業校である。子どもたちは，２つの言語の狭

間で多くのストレスを抱えながらも頑張って学習している。そのモチベーションに係わって

いるのが休み時間の遊びであり，学校行事である。子どもたちは，行事を通して自信をつけ

成長していく。その仕掛けをし，やらせて褒めるのが派遣教員の役割である。次ページ以降

にその実践例をいくつか紹介したい。これらは，地元の週刊フリーペーパーに投稿が取り上

げられた記事で，年間３５本ほど掲載されたうちの一部である。

【参考】 → 週刊ＮＹ生活（http://www.nyseikatsu.com/）

４ おわりに

在外教育施設に派遣される以前は，高校や大学受験でどうして帰国処女だけ特別扱いされる

のだろうかと疑問に思った時期もあった。しかし，現地で一生懸命頑張っている子どもたちを

見て，今はもっと手厚くされるべきだと感じている。それだけ子どもたちは真剣に取り組んで

いるし，異文化を肌で感じ，それぞれのよさを吸収している。今後ますますグローバル化が進

むことになるであろうが，その最先端を走っているのが帰国子女である。そんな子どもたちの

教育の一端に関わるチャンスを与えていただいたことに，心から感謝したい。
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